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最新型偏波レ
ーダーとビデオゾンデの 同期集中観測と水災害軽減に向けた総合的基礎研 究

　中北英
一、山 口 弘誠 （京大防災研〉、大 石哲 （神大都市安全 ）、鈴木賢士 （山 ロ夫農学部）、

　　　　　　坪木和久、大東忠保 （名大 HyARC ）、中川勝弘、川村誠治 （NICT ）

1，研究背景と目的

　昨今 、温暖化
・
都 市化 と絡 ん で か 頻発化が 議論

され る豪雨災害が 目に つ く。比較的規模の 大 きな

豪雨 は 最新 の メ ソ 数値気象モ デ ル で お お よ そ の 予

測が 可能と な っ て きた が、そ れ よ り 規模の 小 さな

集 中豪 雨 は 未だ再現 す ら難 しい 。ゲ LIラ 豪雨災害

にお い て は 、ぽ ん の 5 分、10 分で も早 い 避難情報

が極め て重要 で あ る ，
こ の よ うな状況 下 、雷発 生

も含め た 雲物理過程 の さらな る解明、降雨予測精

度 ・降雨量推 定精度 の 向上、ゲ リラ豪雨等の 早期

探知
・
予測、急激な出水

・
浸水 の 予測、な らび に

新 た な避 難情報 発 信 手 法 の 確立 が 1．」
．
くて 新 しい 課

題 とな っ て い る，本 研 究 で は 、降水粒 子 の 大 き さ ・

形 状 が 推定 で き る と大 き な期待 が 寄せ られ て い る

最新型偏波 レ　一一ダー、な らび に 上空 に 存在 十 る降

水粒子を撮影 で きる ビデ オ ゾ ン デ を同期 させ た 基

礎観測実験 を通 して 、雲物 理 ・大気 モ デ ノレ を改良

し、降 雨 量 推 定 ・予 測 の 同 上 を 図 りな が ら、併 せ

て 水管理への 様 々 な利用手法 の 基 礎 開 発を行 う。
2 ．豪雨の 発生 ・発達 に 対する大規模基礎観測実験

　 および研究手法

　 本研究 の 最 もべ 一
ス とな る最新型偏波 レ ー

ダ
ー

と ビデ オ ゾ ン デ との 同期観測手法 の 概略を図 1 に

示 す 。沖縄 と大 阪 湾 周 辺 の 二 つ の 観測サノ トを設

け て お り、そ れ ぞ れ 下 記 の よ うな 特色 を持 つ 、．

【沖縄観測 】

　 2007 年秋 か ら始 ま り、2008 年梅雨、2  09 年梅

雨、2011 年 3 月、2011 年梅 雨 と計 5 回 の 集 中観測

を 実施 して お り、2012 年 以降 も継続 す る c201i

年か ら汎用 ビデオ 観測 シ ス テ ム 開発を行 い 、．20 ユ2

年梅雨 に は複数 の受信 シ ス テ ム を用 い て 、ビ デオ

ゾ ン デ の 連続 放 球や 多 地 点放球 を 行 うtt
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図 1 偏 波 レ

ーダー
と ビデ才 ゾ ン デ の 同 期観 測

【大阪湾周辺 観測】

　図 2 左 上 の 写真は、大 阪 湾 か ら流 入 して く る 水

蒸気 が 神 戸 や 大阪付近 で 雲 とな り、そ の 後淀 川 に

沿 っ て 績乱雲 が連な っ て い る様子を捉え て お り、
夫 阪北部 や 京都 で 豪雨を もた らす

一
因 で ある。こ

れ ら
一

連 の 積乱雲 の 発 生
・
発 達を捉 え るた め に

様 々 な リモ ートセ ン シ ン グ 技術 を持 ち寄 っ た 観測

を行 う。近畿 で 整備 され て い る 国 十／交通省 の C バ

ン ドお よび X バ ン ドの偏波 レ
ー

ダ
ー

網 に 加 え て、

自前 で X バ ン ド偏波 レ
ー

ダ
ー

に よっ て 大阪湾 口 を

対象 とし た 配備 と RHI 観測、ミ リ波 レ ーダーに よ

る雲観測、．GPS 受信機 をブ イ や フ ェ リ
ー

に設置 し

で 大阪湾か ら流入 L て く る海上 で の 水蒸気観測、
ドッ ブ ラ

ー
ラ イ ダ

ー
に よ る気流観測、に よっ て 積

乱雲 の 発生
・
発達 に 関 す る詳細な観測を 2  11年 に

準備 を 終 え た の で 、1012 年か ら本格的 に 開 始す る 。

　 こ れ らの 同期観測な らび に 観測データ をもと に 、
1）雲物 理 過 程 の 解 明 を 深 め 、よ り 詳 細な雲物 理 過

　 程を包含 した メ ソ大気モ デ ル を構築 す る．
2）上空 で 混在 す る 降水粒子 の 種類 だ けで な く、そ

　 れ らの 量 を も推 定 す る手 法 を 確 立 し、そ の 推 定

　 情報 を メ ソ 大気 モ デ ル に よ っ て 同化 させ て 豪

　 雨 の 了
’測 手 法 を 開 発 す る．

3）す で に プ ロ トタイ プ を基礎 開 発 し た地上降雨

　 量推 定 ア ル ゴ リズ ム の 実 用 化 と して 、順 次導 入

　 され る予 定 の 国土交通省 5cm ．3cnl波 の 現業用

　 最新型 偏波 レ ーダーへ の 手法と して確寸す る。
4）水瞥理への イ ン パ ク ト評 摘 として、大河川 の 洪

　 水 予 測 だ け で な く、雲 レ ーダーを利 用 し た ゲ リ

　 ラ 豪雨 の 早 期 探知 ・予 測、急激 な 出水 の 予 測 手

　 法や避難情報 発 信 手 法をも新た に 確 立 す る．

　 こ れ ま で の 卞 な研 究成果は 、混在状態 を考慮 し

た降水粒子種類判別手法 の 開発 とそ の デ
ー

タ同化

手 法 の 構築、粒径分布 を 考慮 した降水量推定手 法

の 高度化、融解 層の 雪 片の 粒径推定、氷晶 の 落 下

速度を考慮 した大気モ デ ル の 構築、積乱雲 に お け

る霰粒子 の 形状 の 特徴 の 解析、な どで あ る。
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図 2　大 阪 湾周 辺 観測 に お 1ナる リモ セ ン 観測 網
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